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立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

　6月13日、東陽小学校の児童が苗取りを行いました。
　約１カ月前に種をまいた田んぼを見て、児童たちの第一声は「大きく
なってる！！」「きれいに育ってる！！」という感想でした。苗の抜き方と去年
の収穫で残しておいた「わら」を使い苗を縛る方法を指導し、いざ実践
です。最初は難しく苦労していた子どもたちも慣れ始めたら非常に早
く、誰が一番早く自分の周りの苗を抜くか競争していました。最後は翌
日の田植えの準備として、「わら」で縛った苗をなるべく高く放り投げて、
根を水につける投げ方を指導し、実践して終了となりました。苗の中に
は投げ方を失敗し、横を向いてしまったり、田んぼに入らなかったりした
ものもありましたが、非常に楽しい苗取りと田植え準備となりました。 ▲結ぶのが難しい

活動報告

田んぼ学校　東陽小学校〈苗取り〉田んぼ学校　東陽小学校〈苗取り〉

　6月14日、前日の苗取りを楽しく終え、田んぼの醍醐味の一つである田植えをいよいよ行うとあって、朝から真剣
な表情の子どもたちでした。家庭で手伝ったことがある子どもたちも、初めて見る道具に目を丸くして説明を聞いて

▲腰がいたい～

田んぼ学校　東陽小学校〈田植え〉田んぼ学校　東陽小学校〈田植え〉

　6月14日、三段あるうちの一番下の田んぼを使い、宮原小学校の田んぼ学校を行いました。2回目の今回は田植
えです。子どもたちの人数も多く、半分ずつしか出来なかったのですが、炎天下の中で泥だらけになりながらも笑顔

▲真剣な表情 ▲もう少しで植え終わり！

田んぼ学校　宮原小学校〈田植え〉田んぼ学校　宮原小学校〈田植え〉

立神峡公園のバーベキューの利用方法が変わりました立神峡公園のバーベキューの利用方法が変わりました 立神峡管理棟からのお願い立神峡管理棟からのお願い
◆バーベキューは「完全予約制」となりました。
◆ご利用時間が9時から17時までとなりました。
◆火の広場（フリーサイト）の利用は4組30名までです。
◆広場駐車場への駐車は1グループ1台のみです。
　そのほかのお客様は第 1 駐車場または第 2 駐車場に駐車
　してください。
◆キャンプ場に空きがある場合はバーベキューも可能です。　
　（宿泊者優先）

◆管理棟にて必ず受け付けをしてください。また、受け
　付け後に「札」をお渡ししますので、車のダッシュボー
　ドの上に分かるように置いてください。（札が置いて
　ない車両は発見次第移動をお願いします）
◆ゴミは全てお持ち帰りをお願いします。
　皆さまが楽しく利用できるよう、お互いに譲り合って
　利用していただきますようお願いいたします。

いました。親綱に引き綱、はかり棒など一昔前の道具の使い方に「へぇ
～！！」という声がいくつも上がっていました。
　説明を終えるといよいよ田植えの実践です。印の部分にまっすぐ前日
の苗を植えていき、深すぎたり、浅すぎたり、斜めに植えてしまったりし
ながらも、みんなで声を揃えて後ろの列に移動し、テンポよく田植えを
行っていました。縦と横にきれいに植えられた田んぼを見て、「おぉ～！！」
という達成感に満ちた感想が聞こえていました。
みんな満足して作業を終え、振り返りの時間も作業の手順をお互いに
言いながら確かめるなど、活気溢れる振り返りとなりました。

で取り組んでいました。さまざまな職業があ
る中ですが、農業という体験を通して『楽し
い！！』『またやりたい！！』という声が非常に貴重
なように思えます。これからも立神峡公園で
は農業やさまざまな事を通して子どもたち、
そして大人へと環境教育を行っていきます。


